
（
一
）

　
　
　

片
山
一
良
先
生
　
略
歴
及
び
業
績

　

略
　
歴

昭
和
一
七
年
（
一
九
四
二
）
一
一
月　

兵
庫
県
赤
穂
市
に
生
ま
れ
る

昭
和
三
六
年
（
一
九
六
一
）　

三
月　

兵
庫
県
立
赤
穂
高
等
学
校
卒
業

昭
和
四
〇
年
（
一
九
六
五
）　

三
月　

駒
澤
大
学
仏
教
学
部
仏
教
学
科
卒
業

昭
和
四
二
年
（
一
九
六
七
）　

三
月　

駒
澤
大
学
大
学
院
人
文
科
学
研
究
科
仏
教
学
専
攻
修
士
課
程
修
了

昭
和
四
五
年
（
一
九
七
〇
）　

三
月　

大
谷
大
学
大
学
院
人
文
科
学
研
究
科
イ
ン
ド
学
専
攻
博
士
後
期
課
程
単
位
取
得
退
学

昭
和
五
〇
年
（
一
九
七
五
）　

四
月　

駒
澤
大
学
仏
教
学
部
講
師

昭
和
五
四
年
（
一
九
七
九
）　

四
月　

駒
澤
大
学
仏
教
学
部
助
教
授

昭
和
六
〇
年
（
一
九
八
五
）　

四
月　

駒
澤
大
学
仏
教
学
部
教
授

平
成　

元
年
（
一
九
八
九
）　

四
月　

駒
澤
大
学
仏
教
学
部
仏
教
学
科
主
任
（
～
平
成
三
年
三
月
）

平
成　

四
年
（
一
九
九
二
）　

四
月　

駒
澤
大
学
大
学
院
人
文
科
学
研
究
科
担
当

平
成
二
一
年
（
二
〇
〇
九
）　

四
月　

パ
ー
リ
学
仏
教
文
化
学
会
理
事
長
（
～
平
成
二
四
年
三
月
）

平
成
二
五
年
（
二
〇
一
三
）　

三
月　

駒
澤
大
学
定
年
退
職

同
年　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

六
月　

駒
澤
大
学
名
誉
教
授

そ
の
他
、
オ
ッ
ク
ス
フ
ォ
―
ド
大
学
客
員
研
究
員
、
東
京
大
学
非
常
勤
講
師
、
中
山
大
学
（
中
国
）
客
員
教
授
な
ど
を
務
め
る
。



（
二
）

　

業
績
一
覧

著
　
書

二
〇
〇
七
年	
ダ
ン
マ
パ
ダ
を
よ
む
（
上
）	

Ｎ
Ｈ
Ｋ
出
版

	

ダ
ン
マ
パ
ダ
を
よ
む
（
下
）	

Ｎ
Ｈ
Ｋ
出
版

二
〇
〇
八
年	

ブ
ッ
ダ
の
こ
と
ば　

パ
ー
リ
仏
典
入
門	

大
法
輪
閣

二
〇
〇
九
年	

ダ
ン
マ
パ
ダ	
全
詩
解
説　

仏
祖
に
学
ぶ
ひ
と
す
じ
の
道	

大
蔵
出
版

二
〇
一
二
年	

パ
ー
リ
仏
典
に
ブ
ッ
ダ
の
禅
定
を
学
ぶ　
『
大
念
処
経
』
を
読
む	

大
法
輪
閣

訳
　
書

一
九
八
二
年	

中
村
元
監
修　

ジ
ャ
ー
タ
カ
全
集　

第
八
巻	

春
秋
社

一
九
九
一
～
二
〇
〇
三
年

	

原
始
仏
教
（
全
一
四
巻
）	

中
山
書
房
佛
書
林

一
九
九
七
年	

パ
ー
リ
仏
典
中
部　

根
本
五
十
経
篇
Ⅰ	

大
蔵
出
版

一
九
九
八
年	

パ
ー
リ
仏
典
中
部　

根
本
五
十
経
篇
Ⅱ	

大
蔵
出
版

一
九
九
九
年	

パ
ー
リ
仏
典
中
部　

中
分
五
十
経
篇
Ⅰ	

大
蔵
出
版

二
〇
〇
〇
年	

パ
ー
リ
仏
典
中
部　

中
分
五
十
経
篇
Ⅱ	

大
蔵
出
版

二
〇
〇
一
年	

パ
ー
リ
仏
典
中
部　

後
分
五
十
経
篇
Ⅰ	

大
蔵
出
版

二
〇
〇
二
年	

パ
ー
リ
仏
典
中
部　

後
分
五
十
経
篇
Ⅱ	

大
蔵
出
版

二
〇
〇
三
年	

パ
ー
リ
仏
典
長
部　

戒
蘊
篇
Ⅰ	

大
蔵
出
版

	

パ
ー
リ
仏
典
長
部　

戒
蘊
篇
Ⅱ	
大
蔵
出
版

二
〇
〇
四
年	

パ
ー
リ
仏
典
長
部　

大
篇
Ⅰ	
大
蔵
出
版



（
三
）

	

パ
ー
リ
仏
典
長
部　

大
篇
Ⅱ	

大
蔵
出
版

二
〇
〇
五
年	

パ
ー
リ
仏
典
長
部　

パ
ー
テ
ィ
カ
篇
Ⅰ	

大
蔵
出
版

二
〇
〇
六
年	

パ
ー
リ
仏
典
長
部　

パ
ー
テ
ィ
カ
篇
Ⅱ	

大
蔵
出
版

二
〇
一
一
年	
パ
ー
リ
仏
典
相
応
部　

有
偈
篇
Ⅰ	

大
蔵
出
版

二
〇
一
二
年	
パ
ー
リ
仏
典
相
応
部　

有
偈
篇
Ⅱ	

大
蔵
出
版

論
　
文

一
九
六
九
年	

パ
ー
リ
語
文
法
学
の
系
譜	

『
印
度
学
仏
教
学
研
究
』
一
七
―
二
号

一
九
七
〇
年	

カ
ッ
チ
ャ
ー
ヤ
ナ
の
文
法
㈠	

『
印
度
学
仏
教
学
研
究
』
一
八
―
二
号

一
九
七
一
年	

Saddanīti

に
於
け
る
音
声
論	

『
印
度
学
仏
教
学
研
究
』
一
九
―
二
号

一
九
七
二
年	

N
irutti

類
に
つ
い
て	

『
印
度
学
仏
教
学
研
究
』
二
〇
―
二
号

	

カ
ッ
チ
ャ
ー
ヤ
ナ
文
法
㈡	

『
曹
洞
宗
研
究
員
研
究
生
研
究
紀
要
』
五
号

一
九
七
三
年	

M
oggallānavyākaraṇa 1.1　

―ĕē,ŏō
に
つ
い
て	

『
印
度
学
仏
教
学
研
究
』
二
一
―
二
号

	

パ
ー
リ
文
献
に
於
け
る
精
霊
の
扱
い　

―bhūta

の
場
合
―	

『
宗
教
研
究
』
二
一
四
号

	

パ
ー
リ
語
に
於
け
るekakkhara

の
点
描　

―Volksetym
ologie

考
―	

『
曹
洞
宗
研
究
員
研
究
生
研
究
紀
要
』
六
号

	

『
ヴ
ッ
ト
ー
ダ
ヤ
』
訳
注
（V

U
TTO

D
AYA

）
―
パ
ー
リ
韻
律
論
―	

『
佛
教
研
究
』
三
号

	

セ
イ
ロ
ン
に
於
け
る
仏
教
と
呪
術
的
ア
ニ
ミ
ズ
ム		
―Pantheon

を
め
ぐ
っ
て
―

	
	

『
駒
澤
大
学
宗
教
学
論
集
』
六
輯

一
九
七
四
年	

カ
ッ
チ
ャ
ー
ヤ
ナ
の
文
法
㈢	

『
印
度
学
仏
教
学
研
究
』
二
二
―
二
号

	
Peta

に
関
す
る
若
干
の
問
題　

―
セ
イ
ロ
ン
の
場
合
―	

『
宗
教
研
究
』
二
一
八
号

	

バ
リ
（B

ali

）
儀
礼　

―
歴
史
と
そ
の
意
味
―
（
上
）	

『
駒
澤
大
学
宗
教
学
論
集
』
七
輯

	

『
パ
ー
リ
語
文
献
史
』
和
訳
・
索
引
（G

A
N

D
H

AVA
Ṃ

SA

）	
『
佛
教
研
究
』
四
号



（
四
）

一
九
七
五
年	

和
訳
『
セ
イ
ロ
ン
餓
鬼
説
話
』〈
上
〉	

『
駒
澤
大
学
仏
教
学
部
論
集
』
六
号

	
カ
ッ
チ
ャ
ー
ヤ
ナ
の
文
法
㈣	

『
曹
洞
宗
研
究
員
研
究
生
研
究
紀
要
』
八
号

一
九
七
六
年	
和
訳
『
セ
イ
ロ
ン
餓
鬼
説
話
』〈
下
〉	

『
駒
澤
大
学
仏
教
学
部
論
集
』
七
号

	
原
始
仏
典
の
表
現
法
―vyañjanapada

・atthapada

―	

『
駒
澤
大
学
仏
教
学
部
研
究
紀
要
』
三
四
号

一
九
七
七
年	

バ
リ
（B

ali
）
儀
礼
―
歴
史
と
そ
の
意
味
―
（
下
）	

『
駒
澤
大
学
宗
教
学
論
集
』
八
輯

	
SU

B
O

D
H

Ā
LA

Ṅ
K

Ā
R

A

　

―
パ
ー
リ
修
辞
論
―　

テ
キ
ス
ト
篇	

『
佛
教
研
究
』
六
号

一
九
七
八
年	

SU
B

O
D

H
Ā

LA
Ṅ

K
Ā

R
A

　

―
パ
ー
リ
修
辞
論
―　

訳
注
篇
〈
上
〉	

『
佛
教
研
究
』
七
号

	

パ
ー
リ
語
文
法
文
献
目
録
（
土
着
篇
）	

『
曹
洞
宗
研
究
員
研
究
生
研
究
紀
要
』
十
号

一
九
七
九
年	

M
O

G
G

A
LLĀ

N
A

 A
B

H
ID

H
Ā

N
A

PPA
D

ĪPIK
Ā

 (I)	

『
駒
澤
大
学
仏
教
学
部
研
究
紀
要
』
三
七
号

	

パ
リ
ッ
タ
（Paritta

）
儀
礼　

―
ス
リ
ラ
ン
カ
の
事
例
―	

『
駒
澤
大
学
宗
教
学
論
集
』
九
輯

	

パ
リ
ッ
タ
（Paritta

）
儀
礼
の
歴
史
的
背
景　

―
ア
ッ
タ
カ
タ
ー
文
献
を
中
心
と
し
て
―

	
	

『
駒
澤
大
学
仏
教
学
部
論
集
』
一
〇
号

一
九
八
〇
年	

SU
B

O
D

H
Ā

LA
Ṅ

K
Ā

R
A

　

―
パ
ー
リ
修
辞
論
―　

訳
注
篇
〈
下
〉	

『
佛
教
研
究
』
九
号

	

ス
リ
ラ
ン
カ
仏
教
に
お
け
る
「
神
の
招
待
儀
礼
」	

『
宗
教
研
究
』
二
四
二
号

一
九
八
一
年	

初
期
仏
教
に
お
け
る
文
化
受
容　

―
薬
の
章
―	

『
駒
澤
大
学
仏
教
学
部
論
集
』
一
二
号

	
M

O
G

G
A

LLĀ
N

A
 A

B
H

ID
H

Ā
N

A
PPA

D
ĪPIK

Ā
 (II)	

『
駒
澤
大
学
仏
教
学
部
研
究
紀
要
』
三
九
号

一
九
八
二
年	

説
法
（dham

m
adesanā

）
と
聞
法
（dham

m
asavana

）　

―
パ
リ
ッ
タ
儀
礼
の
基
本
構
造

	
	

『
日
本
仏
教
学
会
年
報
』
四
七
号

	
M

O
G

G
A

LLĀ
N

A
 A

B
H

ID
H

Ā
N

A
PPA

D
ĪPIK

Ā
 (III)

〔
含	

索
引
〕	

『
駒
澤
大
学
仏
教
学
部
研
究
紀
要
』
四
〇
号

	

古
代
セ
イ
ロ
ン
に
お
け
る
サ
ン
ガ
と
ダ
ー
サ　

―
施
与
の
文
化
変
容
―	
『
パ
ー
リ
仏
教
文
化
研
究
』
山
喜
房
仏
書
林

一
九
八
五
年	

オ
ッ
ク
ス
フ
ォ
ー
ド
の
東
洋
学	
『
駒
澤
大
学
仏
教
学
部
論
集
』
一
六
号

一
九
八
七
年	

仏
教
に
お
け
る
水
の
シ
ン
ボ
リ
ズ
ム　

―
献
水
（dakkhiṇodaka

）
―	
『
駒
澤
大
学
宗
教
学
論
集
』
一
三
輯



（
五
）

一
九
八
八
年	

パ
ー
リ
仏
教
に
お
け
る
相
対
的
規
準
［
Ⅰ
］　

―kappiya

の
原
義
―	

『
駒
澤
大
学
仏
教
学
部
論
集
』
一
九
号

一
九
八
九
年	

パ
ー
リ
仏
教
に
お
け
る
相
対
的
規
準
［
Ⅱ
］　

―kappiya

と
ニ
カ
ー
ヤ
―	『
駒
澤
大
学
仏
教
学
部
研
究
紀
要
』
四
七
号

	

四
大
教
法
（cattāro m

ahāpadesā

）
に
つ
い
て	

『
パ
ー
リ
学
仏
教
文
化
学
』
二
号

一
九
九
〇
年	
十
事
（dasa vatthūni

）
に
つ
い
て	

『
パ
ー
リ
学
仏
教
文
化
学
』
三
号

	
仏
教
人
類
学　

―
そ
の
立
場
と
領
域	

	『
水
野
弘
元
博
士
米
寿
記
念
論
集　

パ
ー
リ
文
化
学
の
世
界
』、

春
秋
社

	

仏
教
に
お
け
る
「
聖
性
」	

『
駒
澤
大
学
宗
教
学
論
集
』
一
六
輯

一
九
九
一
年	

仏
教
に
お
け
る
「
話
」
の
聖
性	

	『
前
田
惠
學
博
士
頌
寿
記
念　

佛
教
文
化
學
論
集
』、
山
喜

房
佛
書
林

一
九
九
二
年	

南
方
仏
教
と
曹
洞
宗
の
儀
礼	

『
教
化
研
修
』

一
九
九
四
年	

伝
統
仏
教
の
比
丘
戒
律　

―
序
篇
―	

『
駒
澤
大
学
仏
教
学
部
論
集
』
二
五
号

一
九
九
五
年	

伝
統
仏
教
の
比
丘
戒
律　

―
本
篇
〈
上
〉
―	

『
駒
澤
大
学
仏
教
学
部
研
究
紀
要
』
五
三
号

二
〇
〇
〇
年	

原
始
仏
教
に
お
け
る
善
悪　

―
『
法
句
』
第
一
八
三
偈
の
意
味
す
る
も
の
―

	
	

『
日
本
仏
教
学
会
年
報
』
六
五
号

二
〇
〇
一
年	

パ
ー
リ
仏
教
に
お
け
る
涅
槃	

『
駒
澤
大
学
仏
教
学
部
研
究
紀
要
』
五
九
号

二
〇
〇
四
年	

如
来
の
時
間
と
空
間　

―
今
こ
こ
に
学
ぶ
―	

『
仏
教
文
化
研
究
所
紀
要
』
四
三
集
（
龍
谷
大
学
）

二
〇
〇
六
年	

仏
教　

―
智
慧
慈
悲
の
世
界
―	

	『
真
宗
文
化　

真
宗
文
化
研
究
所
年
報
』
一
五
号
（
京
都

光
華
女
子
大
学
）

	

四
梵
住　

―
仏
の
無
量
心
（
慈
悲
）	

『
日
本
仏
教
学
会
年
報
』
七
二
号

二
〇
一
〇
年	

見
仏
聞
法
の
世
界	

『
仏
教
文
化
』
四
九
号
（
東
京
大
学
仏
教
青
年
会
）

書
　
評



（
六
）

一
九
七
九
年	

森
幹
男
著	『
雑
記
帖
〈
１
〉
東
南
ア
ジ
ア
―
土
俗
の
探
究
』	

『
民
族
學
研
究
』
四
三
―
四
号

一
九
八
八
年	
浪
花
宣
明
著
『
在
家
仏
教
の
研
究
』	

『
仏
教
学
セ
ミ
ナ
ー
』
四
七
号
（
大
谷
大
学
）

連
　
載

二
〇
〇
五
～
二
〇
〇
八
年

	

ブ
ッ
ダ
の
こ
と
ば　

―
パ
ー
リ
仏
典
入
門
（
全
三
一
回
）	

『
大
法
輪
』
七
二
―
九
号
～
七
五
―
三
号

二
〇
一
〇
～
二
〇
一
二
年

	

パ
ー
リ
仏
典
に
ブ
ッ
ダ
の
禅
定
を
学
ぶ　

―
『
大
念
処
経
』
を
読
む
（
全
二
四
回
）

	
	

『
大
法
輪
』
七
七
―
七
号
～
七
九
―
六
号

そ
の
他

一
九
七
七
年	

Ｗ
・
ラ
ー
フ
ラ　

禅
と
牛
飼
い　

―
禅
・
上
座
部
比
較
研
究
試
論
（
講
演
録
翻
訳
）

	
	

『
駒
澤
大
学
仏
教
学
部
論
集
』
八
号

一
九
八
八
年	

G
om

brich R
.F.　

上
座
部
仏
教
の
現
代
へ
の
対
応
（
翻
訳
）	

『
駒
澤
大
学
宗
教
学
論
集
』
一
四
輯

一
九
九
二
年	

伝
統
仏
教
に
お
け
る
縁
起
解
釈
（
松
本
史
朗
博
士
と
の
対
論
）	

	

奈
良
康
明
監
修
『
ブ
ッ
ダ
か
ら
道
元
へ　

―
仏
教
討
論
集
』、

東
京
書
籍

二
〇
〇
九
年	

パ
ー
リ
の
「
学
」
と
「
学
会
」
―
そ
の
調
和
―
（
提
言
）	

『
パ
ー
リ
学
仏
教
文
化
学
』
二
三
号

二
〇
一
〇
年	

無
常
の
風
（
建
部
公
秋
理
事
長
追
悼
文
）	

『
佛
教
研
究
』
三
八
号

	

前
田
先
生
逝
き
給
う
（
弔
意
文
）	

『
パ
ー
リ
学
仏
教
文
化
学
』
二
四
号

二
〇
一
一
年	

無
常
の
世
界
―
不
離
叢
林
（
講
演
録
）	
『
禅
研
究
所
紀
要
』
四
〇
号
（
愛
知
学
院
大
学
）

	

禅
と
経
の
世
界
（
講
演
録
）	
『
駒
澤
大
学
大
学
院
仏
教
学
研
究
会
年
報
』
四
四
号

二
〇
一
二
年	

楊
金
萍
・
肖
平
訳
『
佛
的
語
言　

巴
利
佛
典
入
門
』	
宗
教
文
化
出
版
社
（
中
国
）


